
はじめに 
 

 職業教育の重要性が、近年、強調されています。世界に目を向けると、欧米はじめ世界各国が、高

等職業教育の改革に積極的に取り組んでいます。さらに、わが国では、少子高齢化が進み生産年齢人

口が減少し、人生 100 年時代を迎えている中、リカレント教育のニーズが高まり、多様な視点に立っ

た専門職高等教育改革が求められています。この改革を進めるには、これからの専門職高等教育に求

められる三つの要素に配慮しなければなりません。 

①  多様性（diversity） 

多様な社会のニーズに対応できる多様で柔軟な教育プログラムによって学修を進めることを可

能とする。 

②  流動性（mobility）  

国際間、教育セクター間における人材や教育材の移動を円滑に進めることを可能とする。 

③  生産性（productivity）  

一定期間で最大の学修成果があがるとともに、学修に関する情報について、効率的に入手するこ

とを可能とする。 

 

 当機構では以上の認識を基礎として、本年度三つの文部科学省委託事業を提案し、採択されました。 

A FD・SD 事業「職業実践専門課程の質保証・向上につながる専修学校教職員資質能力向上プログ

ラム開発」 

専門学校の教職員を対象として、多様な学生を対象とした生産性の高い教育を進めるために必要

な知識・技能を研修するためのプログラムの構築と実践に取り組んでいます。 

B コンピテンシー事業「学修成果の測定に向けた職業分野別コンピテンシー体系の研究」 

学修成果の可視化を実現するためのコンピテンシー体系を構築し、プログラムの質保証・向上を

通じて､国際間、教育セクター間における人材･教育材の流動性を高める研究に取り組んでいます。 

C ポートレート事業「職業実践専門課程に相応しいポートレートシステムの要件定義」 

利用者目線に沿って、学修に必要な情報を効率的に入手することができ、かつ、職業教育の国際

通用性にも配慮したデータベースシステムの開発に取り組んでいます。 

 

 本書は、以上のうち、平成３０年度におけるＡ（ＦＤ・ＳＤ事業）の主な成果として、カリキュラ

ム、シラバス、コマシラバス、教材をまとめたものです。本事業は、専門学校教職員の「履修証明プ

ログラム」修了を可能とする水準を目指しており、本プログラムが専門学校における専門職高等教育

の質の保証・向上に役立つことを願っております。 

 なお、本プログラムの開発にあたっては、星槎大学大学院教育実践研究科の全面的なご協力をいた

だきました。また、16 の専門学校の実施協力を得ました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。 
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委員長  川口 昭彦 
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1  本事業の概要  

 

1.1  目的・概要  

 教職員の資質能力の向上は学校にとって恒久的な課題であるといえます。本

事業は、専修学校の質保証・向上の視点から、一般教職員および学内研修講師

を対象として、職業実践専門課程の質保証・向上を可能とする「教職員資質能

力向上プログラム」を開発することを目的としています。  

 今年度（平成 30 年度）は、昨年度（平成 29 年度）に行ったプログラムニー

ズの調査・分析、実験講座等を通じた全体要件定義を踏まえ、その要件を満た

す一般教職員向けプログラムの開発を促進して実証講座を行いました。  

 来年度（平成 31 年度）の事業では、研修者の育成要素を加えた学内研修講師

向けプログラムを開発して実証講座を行う予定です。以後、これらのプログラ

ムを履修証明プログラムとして自立させる予定です。  
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1.2  実施内容の概要  

 

①  カリキュラム調査  

 

 平成 29 年度事業では、全体のカリキュラム像を定義したものの、科目開発

については、構築したオンライン学修システムの実験も兼ねた講座向けに、「カ

ウンセリング能力」「学習指導能力」「学級運営」「質保証の実務」の 4 科目に限

定し、内容としても、それぞれの科目の概要に相当するもののみを開発するに

とどめました。本年度は事業の 2 年目にあたり、上記 4 科目についてフルの内

容にするとともに、新しい科目の開発を行うことから、  

 また、3 年計画の最終年になる平成 31 年度事業におけるプログラム開発に役

立てることも念頭に置き、本事業のカリキュラムに関連の深い科目の存在、そ

の内容等について、Web を中心に調査いたしました。以下はその調査の概要で

す 1。  

 

■  大学におけるシラバス調査  

区分  調査件数  調査事項・備考  

カ リ キ ュ ラ ム デ ザ イ ン /カ リ

キュラム開発  

30 件  ・授業回数  

・項目別の授業比率  

・講義形式とその比率  

・特色   など  

ICT 活用教育実践  9 件  同上  

カウンセリング・コーチング  1 件  同上  

発達障害  31 件  同上  

ファシリテーション  2 件  同上  

キャリアディベロップメント  13 件  同上  

危機管理  19 件  同上  

アクティブラーニング  7 件  同上  

授業改善  2 件  同上  

合計  114 件   

 

  

                                                   
1  調査結果は、当機構ホームページの「文部科学省委託事業」のページ  

http : / /qaphe .com/mext/  

の中の次の URL で表すページに PDF ファイルの形で掲載しています。  

http : / /qaphe .com/mext/mext2018/ fdsd2018/   

http://qaphe.com/mext/
http://qaphe.com/mext/mext2018/fdsd2018/
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■  大学院におけるカリキュラム調査  

区分  調査件数  調査事項・備考  

カ リ キ ュ ラ ム デ ザ イ ン /カ リ

キュラム開発  

52 件  ・対象学年  

・開講期間  

・単位数  

・担当講師  など  

教育相談／カウンセリング  36 件  同上  

キャリア教育  13 件  同上  

発達臨床  82 件  同上  

学級経営／学校経営  51 件  同上  

教材・授業研究  34 件  同上  

ファシリテーション  2 件  同上  

コーチング  3 件  同上  

行動分析学  3 件  同上  

プレゼンテーション  1 件  同上  

参画教育  1 件  同上  

教育評価  14 件  同上  

専門職者としての職能開発  5 件  同上  

専門職者としての倫理規範  2 件  同上  

ICT 教育  10 件  同上  

学習科学  6 件  同上  

教育のユニバーサルデザイン  1 件  同上  

多文化共生教育  7 件  同上  

公共哲学  9 件  同上  

生涯学習特論  4 件  同上  

教育と哲学特論  1 件  同上  

教育法規特論  6 件  同上  

教育政策特論  5 件  同上  

社会教育特論  10 件  同上  

教育社会学特論  20 件  同上  

アクティブラーニング  6 件  同上  

発達障害  34 件  同上  

危機管理  15 件  同上  

アンケート  2 件  同上  

合計  435 件   
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■  教員向け研修講座調査の結果  

実施団体名  調査講習件数  調査事項・備考  

全 国 歯 科 衛 生 士 教 育 協 議 会

(JADHE) 

3 件  ・受講対象  

・講習名  

・講習概要  など  

公 益 社 団 法 人 日 本 介 護 福 祉

士養成施設協会（介養協 ) 

13 件  調査事項同上  

一 般 社 団 法 人 全 国 専 門 学 校

情報教育協会  

15 件  調査事項同上  

一 般 社 団 法 人  全 国 専 門 学

校教育研究会（略称：全専研） 

12 件  調査事項同上  

一般財団法人  職業教育・キ

ャリア教育財団（ TCE）  

（ 旧  財 団 法 人 専 修 学 校 教

育振興会）  

12 件  調査事項同上  

（管理者研修会につい

て は H30.07.23 現 在  

内容未定）  

JASSO 

独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援

機構  

6 件  調査事項同上  

一般社団法人  日本教育情報

化振興会（ JAPET&CEC）  

11 件  調査事項同上  

（株）学び  9 件  調査事項同上  

合計  81 件   

 

②  オンライン学修基盤構築  

 

 本事業では、事業 1 年目にあたる平成 29 年度事業において、本事業の目的

との整合性を検討した結果、当機構ドメイン  

 qaphe.com 

の下位にサブドメイン  

 fdsd.qaphe.com 

を用意して、データベースサーバを構築し、そこにオープンソースの LMS

（Learning Management System、学修管理システム）である Moodle（ムード

ゥル）をインストールすることにより、オンライン学修基盤としました。平成

29 年度事業において、この基盤が順調に稼働することを確認したことから、本

年度事業においても引き続き、この基盤を試用することにしました。  
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③  操作マニュアルの作成  

 

 学習管理システムとして Moodle を採用した理由は、  

①  教員が学習状況を把握する上で役立つ機能が豊富  

②  利用者が学修を進めやすいユーザーインタフェースの作成が容易  

という点です。これらのうち、 2)については、平成 29 年度の実験講座におい

て、 1 ページ程度のボリュームで使い方を説明するだけで、ほとんどの利用者

が問題なく操作できたことで実証できたと考えています。したがって、本年度

事業においても、一般利用者向けの操作マニュアルは作成しませんでした。  

 一方で、 1)の利点を活かすには、豊富な機能を説明する操作マニュアルが不

可欠であり、平成 29 年度にはかなわなかった、教員自らが Moodle の上でコー

スを作ったり、自ら分析を進めたりすることについて、本年度中にめどをつけ

ることを目的として、「教員向けの操作マニュアル」を作成しました 2。そのこ

とによって、Moodle を活用するスキルも一つの背景にして、教員が現場に合っ

たコースを企画・設計し、オンライン学修基盤を活用した教育プログラムを開

発できるような下地を作ることができました。  

 

④  カリキュラムの作成  

 

 カリキュラムの基本については、平成 29 年度事業の中で、実施協力校に対

するニーズ調査などをもとに構築済みです。すなわち、職業実践専門課程認定

校を念頭に置き、学校評価の充実を基本的なコンセプトとし、評価基準の体系

に沿って全体を区分して、それぞれの区分において研修ニーズがあると考えら

れる学修要素を「科目」として設定しています。このコンセプトは、たとえば、

どのような学校評価でも最初の評価項目となる「学校理念」であれば、職業実

践専門課程の社会的使命を理解し、教職員として常にその意識を持って事に当

たることが教職員の資質です。すなわち、職業実践専門課程に認定された課程

において共通する「専門職とは何か？」という問いかけに対して、自ら自信を

持って答えられるような資質が求められます。そこで、「学校理念」の科目の一

つとして「プロフェッショナルディベロップメント」を配しました。以下、同

様の考え方で作成されたものが本事業のカリキュラムです。本年度事業では、

科目開発の優先順位を決め、実施委員会の承認を得て、次表に表すカリキュラ

                                                   
2  この操作マニュアルは、当機構ホームページの「文部科学省委託事業」のページ  

http : / /qaphe .com/mext/  

の中の次の URL で表すページに PDF ファイルの形で掲載しています。  

http : / /qaphe .com/mext/mext2018/ fdsd2018/  

http://qaphe.com/mext/
http://qaphe.com/mext/mext2018/fdsd2018/


6 

ムを作成しました。3 年間の事業のゴールは、全部で 90 コマ＝ 135 時間の学修

を求める「履修証明プログラム」ですが、本年度は、そこへつなげることを見

据えて、60 コマのカリキュラムを作成して、このカリキュラムのもとで実証講

座を開発しました。  

 

表  1 本事業のカリキュラム（ FD・ SD プログラム、本年度事業版）  

ID 区分  ID 科目  コマ数  

A 学校理念  

A1 プロフェッショナルディベロップメント  2 

A2 三つのポリシー  －  

B 学校・学級運営  

B1 カリキュラムデザイン  3 

B2 カウンセリング能力  10 

B3 ファシリテーション  3 

B4 発達障害  3 

B5 学習指導能力  10 

B6 学級運営  10 

B7 IT 活用教育実践  3 

B8 専修学校設置基準の知識、関係法令の知識  －  

C 職 業 実 践 専 門 課 程  

C1 教育課程編成委員会・学校関係者評価の運用  2 

C2 説明責任と情報公開  2 

D 内部質保証  

D1 専 門 学 校 経 営 に お け る ガ バ ナ ン ス と マ ネ ジ メ ン ト  －  

D2 質保証の実務  10 

D3 授業改善の実務  －  

E 学修成果  

E1 キャリアディベロップメント  －  

E2 キャリアフレームワークに関する知識  2 

F 研修方法論  F1 研修方法論  －  

 合計    60 

（注意）コマ数が「－」の部分は平成 31 年度事業において開発予定  
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⑤  シラバス・コマシラバス・教材の作成  

 

 表  1 に示したカリキュラムの各科目について、シラバス、コマシラバス（ 1

コマごとのシラバス）、教材を作成しました。  

 各科目のシラバスおよびコマシラバスを本書の第 2 章に掲載しました。また、

各科目の教材を本書の第 3 章に掲載しました。  

 

⑥  授業映像の作成（撮影・編集）  

 

 授業映像は、専用のスタジオを借りるようなことはせず、周りに騒音源がな

い状況のもとで、撮る側の設備として普通のディジタルビデオカメラと三脚を

用意し、また、講師がプレゼンするための PC、プロジェクターおよびスクリー

ンまたは大型の液晶テレビを用意して、講師がそれらの環境のもとで、教材の

PowerPoint スライドを表示しながら話す様子を撮りました。  

 一方で PowerPoint のファイルを用意して、講師が話すタイミングに合わせ

てスライドを再生し、そこに講師の映像のサムネイルと音声を重ねる形で編集

を行いました。この方法は、平成 29 年度事業でいくつか実験した方法の中で、

受講者にとってストレスがなく、最も編集効率がよい方法ということで採用し

ました。  

 以上のような簡易的な授業映像の作成は、できる限り簡易的で、ローコスト

な方法を採用し、その方法についても情報公開して、オンライン学修を広く普

及させるために考えた方法です。さらに改善を検討したうえで、平成 31 年度

事業の中で、「授業映像制作マニュアル」の形で成果物にしたいと考えています。 

 

⑦  実証講座の設定（学修要素の編集）  

 

 実証講座は、Moodle の上で、平成 29 年度の実験講座の要素（シラバス、教

材、授業映像など）を複写し、その上に本年度事業で開発・作成した学修要素

（シラバス、コマシラバス、教材、授業映像、演習問題、アンケートなど）を

加えていく形で組み立てました（平成 29 年度の学修要素の中で、教材の見直

しや授業の再録がある場合は既存の要素を修正しました）。  

 実証講座は、本事業のために用意したサブドメイン  fdsd.qaphe.com 上に新

たに「FD・SD プログラム（H30 年度）」コースとして設定しました。このペー

ジの構成は図  1 とおりです。また、図  2 は実際の画面の事例（科目「カリキュ

ラムデザイン」の事例）です。  
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図  1 実証講座ページの構成  

 

 

図  2 実証講座ページの表示例  

 

コース受講者へのお知らせ

シラバス

コマシラバス

教材

授業映像

演習問題

アンケート（科目ごと）

アンケート（全体）

コ
ー
ス
（実
証
講
座
全
体
）

科
目

授
業
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⑧  受講者の募集⇒実証講座の実施・運用管理  

 

 平成 29 年度事業の実験講座の受講者については、そのまま受講可能な状態

に再設定するとともに、平成 30 年度事業の実証講座について、に示すチラシ

を作成して受講者を募集しました。  

 

 

図  3 実証講座の案内チラシ  

 

 実証講座は、平成 29 年度の受講者および実施協力校、実施委員等の関係者

向けとして、平成 30 年 8 月 29 日に開講しました。その後、講座の約半数のコ

マの公開にめどが立った 9 月下旬に、各方面へメールで案内し、平成 30 年 10

月 15 日に本開講という形でスタートしました。その後、完成のつどコマ単位

にコンテンツの公開を重ね、平成 30 年 12 月 31 日に全 60 コマの公開を実現し

ました。この間、受講者には「コース受講者へのお知らせ」の中で、どの科目

の何コマ目が公開されたかを通知しました。  

 受講申し込みは、図  3 に示したチラシの裏面に必要事項を記入して FAX を

してもらうか、または、ホームページに用意した申込フォームから送信しても

らうか、いずれかの方法で受け付けました。申込のあるつど、ユーザ名とパス

ワードを決め、Moodle 上に登録するとともに、申込者にメールで通知しまし

た。下記は、申込のあった受講者に、ユーザ名とパスワードを伝えるとともに、



10 

ログインや受講の方法、問合せ方法などをつたえるメールの本文です。  

〇〇  〇〇  様  

 

お世話になっております。 QAPHE 事務局です。  

 

平成 30 年度文部科学省委託事業「 FD・ SD プログラム」実証講座の  

受講方法等をお知らせいたします。  

 

ユーザ名・パスワードは、以下のとおりです。  

●ユーザ名  

 xxxxxxxx  

●パスワード  

 xxxxxxxx  

 

講座は現在、受講可能です。閉講日は平成 31 年 3 月 8 日を予定しております。  

 

本講座はオンデマンド型のオンライン講座ですので、  

受講者各位の都合が良いタイミングで受講することができますし、  

パソコンだけでなくスマートフォンでも受講することができます。  

 

ぜひ、空き時間を活用して、また、逆に、教職員研修会などの機会において  

団体で受講するなど、各位、各校、各団体、それぞれの工夫によって  

計画的に学修を進めてくださいますようお願いいたします。  

 

●ログインから学修の開始まで  

 

（ 1）当機構のホームページ  http: / / qaphe .com で  

  ［会員限定ページへ］をクリック（タッチ）する。  

  ※システムの初期画面が表示されます。  

  ※ URL として直接次のものを入力しても OK です。  

   http : / / fdsd.qaphe .com  

 

（ 2）コースとして「 FD・ SD プログラム (平成 30 年 度 )」を  

  クリック（タッチ）する。  

  ※ログイン画面が表示されます。  

 

（ 3）ユーザー名とパスワードを入力して、［ログイン］を  

  クリック（タッチ）する。  

 

 以上の操作により、縦長の一つのページ（「学修ページ」と呼びます）が  

 表示され、すべてはこのページを起点に学修を進められるように  

 なっています。  

 

 学修ページの先頭に「コース受講者へのお知らせ」 があります。  

 これをクリック（タッチ）して、「はじめにお読みください」を  

 クリック（タッチ）すると、「学修ページ」の構成や操作方法を説明した  

 文書がありますので、これを最初に必ずお読みいただき、  

 学修を開始してください。  

 

●カリキュラム体系と開講講座  

 

 「コース受講者へのお知らせ」の中に「 FD・ SD プログラム講座の開講状況」  

 があります。これをクリック（タッチ）して表示されるページに、  

 カリキュラム体系と現在開講している講座を示す図表があるので、  

 参考にしてください。  

 ※今年度の実証講座では、全体で 60 コマ分の授業があります。  

 

●ユーザ名とパスワードの管理  

 

 ユーザ名とパスワードは各位において厳重に管理してくださいますよう  

 お願いいたします。  

 パスワードは当事務局のほうで設定したものになっておりますので、  

 なるべく早いタイミングで、次に示す手順で変更してください。  

 

（ 1）ユーザ名とパスワードを入力するときの画面で、  

  「あなたのユーザ名またはパスワードを忘れましたか？」  

  をクリック（タッチ）する  

 

（ 2）ユーザ名またはメールアドレスを入力して、  
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  自分のアカウントを検索する  

 

 該当するアカウントがあれば、本人のメールアドレス宛にパスワードを  

 リセットするための URL が書かれたメールが送信されます。  

 そのメールのリンクをクリック（タッチ）（メール送信後 30 分以内）し、  

 自分自身で新たなパスワードを設定します。  

 （メールは本人に届くという前提なので古いパスワードは必要ありません）  

 

●修了証について  

 

 システムには「バッジ」を発行する機能があり、本講座では  

  A 科目ごとの修了を証明するバッジ  

  B 全体の修了を証明するバッジ  

 を発行するように設定しています。  

 

 A は、その科目のすべての要素、「シラバスのダウンロード」に始まり、  

 各回の授業の「コマシラバスのダウンロード」「教材のダウンロード」、  

 「授業映像の視聴」、「演習問題の解答」、そして、最後に、  

 科目の「アンケート」までを終えると、その科目を修了したことを示す  

 文章と、その科目のバッジの画像を添付したメールを受講者に送信する  

 ように設定されています。  

 

 B は、すべての科目に関する A を取得し、かつ、全体のアンケートに回答  

 することまで終えると、同様にバッジを発行する設定になっています。  

 

 学校内部のルールとして、受講したことの証明が必要であるような場合に  

 ご活用ください。  

 

 また、紙の形での「修了証」がどうしても必要な場合に対応して、  

 上記 B の場合に限り、紙の形での「修了証」も発行いたします。  

 その場合は、下記の連絡先までご連絡ください。  

 

●お問い合わせ方法  

 

 １．当機構ホームページのお問い合わせフォーム  

   https : / / qaphe . com/contac t /  

 

 ２．メールアドレス  j imukyoku@qaphe .com  

 

 ３．電話  03-3403 -3432  

 

 ４． FAX 03-6734 -0541  

 

●平成 29 年度実験講座を受講された方へ  

 

 平成 29 年度は次の科目を開講いたしました。  

  ア  カウンセリング能力（大野講師）  3 コマ分  

  イ  学習指導能力（三輪講師）  3 コマ分  

  ウ  学級運営（大隅講師）  3 コマ分  

  エ  質保証の実務（川口講師、江島講師）  3 コマ分  

 

 本年度の実証講座では、これらのうちアおよびエは昨年度と同一の内容です。  

 一方、イおよびウはそれぞれの講師が映像を撮り直すなどした結果、内容が  

 若干変わっておりますので、お手数ですが、再度受講していただきますよう  

 お願いいたします。  

 

受講成果を挙げていただき、教職員資質能力を少しでも向上させていただける  

ことを期待しております。  

 

引き続き、よろしくお願いいたします。  

 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

一般社団法人  専門職高等教育質保証機構  事務局  

〒 106-0032 東京都港区六本木 6-2-33 六本木ヒルズノースタワーアネックス 3F 

TEL 03 -3403 -3432  FAX 03 -6734 -0541 E-m ai l  j imukyoku@qaphe .com  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
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⑨  実証講座の実施結果分析  

 

 本講座は、受講時間が相当長くなる一方で、できる限り幅広く専門学校の教

職員に受講してほしいとの思いから、本事業終了日である平成 31 年 3 月 8 日

閉講としました。したがって、本書をまとめている平成 31 年 2 月の時点で、

すべての実施状況を集計・分析することは可能ではありません。しかし、事業

成果をまとめ、今後の指針とすることは必須ですので、受講者に対しては、平

成 31 年 2 月 15 日までの実施状況によって分析をさせていただくこと、アンケ

ート等の回答も同日までに済ませてほしい旨、平成 31 年 2 月 8 日に「コース

受講者のお知らせ」として全受講者に伝達しました。  

 したがって、 2 月 15 日時点でログやアンケート回答結果をいったん締め切

り、受講状況の分析等を行い、その結果を「実証講座実施結果分析報告」の形

でまとめることとしています 3。  

 

  

                                                   
3  「実証講座実施結果分析報告」は、当機構ホームページの「文部科学省委託事業」の

ページ  

http : / /qaphe .com/mext/  

の中の次の URL で表すページに PDF ファイルの形で掲載しています。  

http : / /qaphe .com/mext/mext2018/ fdsd2018/  
 

http://qaphe.com/mext/
http://qaphe.com/mext/mext2018/fdsd2018/
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2  シラバス・コマシラバス  

 

2.1  学校理念（Ａ）  

 

①  プロフェッショナル・ディベロップメント（Ａ１）  

 

■シラバス  

 

 

②  三つのポリシー（Ａ２）  

 

 本科目は平成 31 年度事業で開発する予定である。  
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2.2  学校・学級運営（Ｂ）  

  

①  カリキュラムデザイン（Ｂ１）  

■シラバス  

 

■コマシラバス  

□第 1 回  

 



15 

 

□第 2 回  

 

 

□第 3 回  
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②  カウンセリング能力（Ｂ２）  

 

■シラバス  

 

■コマシラバス  

□第 1 回  

 



17 

□第 2 回  

 

□第 3 回  

 



18 

□第 4 回  

 

□第 5 回  

 



19 

□第 6 回  

 

□第 7 回  

 



20 

□第 8 回  

 

□第 9 回  

 



21 

□第 10 回  

 

 

③  ファシリテーション（Ｂ３）  

■シラバス  

 

 

■コマシラバス  



22 

□第 1 回  

 

 

□第 2 回  

 

 



23 

□第 3 回  

 

 

④  発達障害（Ｂ４）  

 

■シラバス  

 

 

  



24 

■コマシラバス  

□第 1 回  

 

□第 2 回  

 

  



25 

□第 3 回  

 

 

⑤  学習指導能力（Ｂ５）  

 

■シラバス  

 

 

  



26 

■コマシラバス  

□第 1 回  

 

□第 2 回  

 

  



27 

□第 3 回  

 

□第 4 回  

 

  



28 

□第 5 回  

 

□第 6 回  

 

  



29 

□第 7 回  

 

□第 8 回  

 

  



30 

□第 9 回  

 

□第 10 回  

 

 



31 

⑥  学級運営（Ｂ６）  

 

■シラバス  

 

 

■コマシラバス  

□第 1 回  

 

 



32 

□第 2 回  

 

□第 3 回  

 

  



33 

□第 4 回  

 

□第 5 回  

 

  



34 

□第 6 回  

 

□第 7 回  

 

  



35 

□第 8 回  

 

□第 9 回  

 

  



36 

□第 10 回  

 

 

⑦  ＩＴ活用教育実践（Ｂ７）  

 

■シラバス  

 



37 

■コマシラバス  

□第 1 回  

 

□第 2 回  

 

 



38 

□第 3 回  

 

 

⑧  専修学校設置基準の知識、関係法令の知識（Ｂ８）  

 

 本科目は平成 31 年度事業で開発する予定である。  
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2.3  職業実践専門課程（Ｃ）  

  

①  教育課程編成委員会・学校関係者評価の運用（Ｃ１）  

■シラバス  

 

■コマシラバス  

□第 1 回  

 



40 

□第 2 回  

 

 

②  説明責任と情報公開（Ｃ２）  

■シラバス  

 

 



41 

■コマシラバス  

□第 1 回  

 

□第 2 回  
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2.4  内部質保証（Ｄ）  

 

①  専門学校経営におけるガバナンスとマネジメント（Ｄ１）  

 

 本科目は平成 31 年度事業で開発する予定である。  

 

②  質保証の実務（Ｄ２）  

 

■シラバス  
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■コマシラバス  

□第 1 回  

 

□第 2 回  

 

 



44 

□第 3 回  

 

□第 4 回  

 

  



45 

□第 5 回  

 

□第 6 回  

 

  



46 

□第 7 回  

 

□第 8 回  

 

  



47 

□第 9 回  

 

□第 10 回  
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③  授業改善の実務（Ｄ３）  

 

 本科目は平成 31 年度事業で開発する予定である。  

 

2.5  学修成果（Ｅ）  

 

①  キャリアディベロップメント（Ｅ１）  

 

 本科目は平成 31 年度事業で開発する予定である。  

 

②  キャリアフレームワークに関する知識（Ｅ２）  

 

■シラバス  
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■コマシラバス  

□第 1 回  

 

□第 2 回  
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3  教材  

 

3.1  学校理念（Ａ）  

 

①  プロフェッショナル・ディベロップメント（Ａ１）  

 

□第 1 回  

  

 

  

 

  

 



51 

□第 2 回  

  

 

  

 

  

 

  



52 
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②  三つのポリシー（Ａ２）  

 

 本科目は平成 31 年度事業で開発する予定である。  

 

3.2  学校・学級運営（Ｂ）  

  

①  カリキュラムデザイン（Ｂ１）  

 

□第 1 回  

 

 

 



54 

 

 

 



55 

 

 

 



56 

 

 

 



57 

 

 

 



58 

 

 

 



59 

 

 

 



60 

 

 

 



61 

 

 

□第 2 回  



62 

 

 

 



63 

 

 

 



64 

 

 

 



65 

 

 

 



66 

 

 

 



67 

 

 

 



68 

 

 

 



69 

□第 3 回  

 

 



70 

 

 

 



71 

 

 

 



72 

 

 

 



73 

 

 

 



74 

 

 

 



75 
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②  カウンセリング能力（Ｂ２）  

 

□第 1 回  

  

 

  

 

 

 

  



77 

□第 2 回  

  

 

  

 

 

 

  



78 

□第 3 回  

  

 

  

 

 

 

  



79 

□第 4 回  

  

 

  

 

 

 

  



80 

□第 5 回  

  

 

  

 

 

 

  



81 

□第 6 回  

  

 

  

 

 

 

  



82 

□第 7 回  

  

 

  

 

 

 

  



83 

□第 8 回  

  

 

  

 

 

 

  



84 

□第 9 回  

  

 

  

 

 

 

  



85 

□第 10 回  

  

 

 

 

③  ファシリテーション（Ｂ３）  

 

□第 1 回  

  

 



86 

  

 

  

 

  

 

  

 



87 

  

 

  

 

  

 

  

 



88 

  

 

  

 

  

 

  



89 

□第 2 回  

  

 

  

 

 



90 

 

  

 

 

 

  



91 

 

  

 

  

 

  

 

  



92 

 

  

 

  

 



93 

 

 

 

 



94 

 

 

 

 



95 

 

 

  

 

  

 



96 
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⑤  学習指導能力（Ｂ５）  
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⑥  学級運営（Ｂ６）  
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⑦  ＩＴ活用教育実践（Ｂ７）  
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⑧  専修学校設置基準の知識、関係法令の知識（Ｂ８）  

 

 本科目は平成 31 年度事業で開発する予定である。  
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3.3  職業実践専門課程（Ｃ）  

  

①  教育課程編成委員会・学校関係者評価の運用（Ｃ１）  
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3.4  内部質保証（Ｄ）  

 

①  専門学校経営におけるガバナンスとマネジメント（Ｄ１）  

 

 本科目は平成 31 年度事業で開発する予定である。  

 

②  質保証の実務（Ｄ２）  
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③  授業改善の実務（Ｄ３）  

 

 本科目は平成 31 年度事業で開発する予定である。  
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3.5  学修成果（Ｅ）  

 

①  キャリアディベロップメント（Ｅ１）  

 

 本科目は平成 31 年度事業で開発する予定である。  

 

②  キャリアフレームワークに関する知識（Ｅ２）  

 

□第 1 回  

 

 



281 

 

 

 

 



282 

 

 

 

 



283 

 

 

 

 



284 

 

 

 

 



285 

 

 

□第 2 回  

 

 



286 

 

 

 

 



287 

 

 

 

 



288 

 

 

（注意）別添 A、別添 B、別添 C は当機構ホームページの中の「文部科学省委

託事業」の実績ページにある平成 30 年度コンピテンシー事業のページ  

http:/ /qaphe.com/mext/mext2018/competency2018/  

を参照して入手してください。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度文部科学省  

職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進事業  

 

職業実践専門課程の質保証・向上につながる  

専修学校教職員資質能力向上プログラム開発  
 

事業成果報告書 
（シラバス・コマシラバス・教材集）  
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